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＊昭和 55年(1980年)11月 15日版「東京天文台」パンフレット収蔵 

アーカイブ室新聞 582 号に昭和 38年版の東京天文台見学案内の記事を書いた。同時に元

天文台職員入江氏から譲っていただいた昭和 55年（1980 年）版の東京天文台見学案内の記

事を書こうとして、このパンフレットには「見学案内」の文字がないことに気がついた。 

これは見学案内というよりは「東京天文台パンフレット」と言った方がいい。内容は天

文台の仕事、施設の紹介で、昭和 55年現在の東京天文台で行っている研究を紹介してある。

昭和 55年（1980 年）には東京天文台も地方の観測所が増え、昭和 38年(1963 年)には観測

所は、乗鞍コロナ観測所、岡山天体物理観測所、堂平観測所の 3つであったが、昭和 55年

には、それに加えて、野辺山太陽電波観測所、木曽観測所、野辺山宇宙電波観測所の 3 つ

が増え倍増している。とはいえ、野辺山宇宙電波観測所は建設途上で、完成は 1982年が予

定されていた。写真 1がパンフレットの表紙と裏表紙である。 

 

    写真 1 建設中の野辺山宇宙電波観測所の電波望遠鏡が表紙になっている 

このパンフレットの表紙は、光と電波で見た M51 渦巻銀河の写真が背景として使われて

おり、建設中の野辺山宇宙電波望遠鏡群が配置してある。裏表紙には木曽観測所の 105cm

シュミット望遠鏡で撮影したオリオン星雲と三鷹の 65cm屈折望遠鏡ドームが配置してあり、



東京天文台の発展の象徴と歴史を感じさせるなかなかのパンフレットである。 

表紙をめくると、今までの見学案内が三鷹の施設の配置図であったが、このパンフレッ

トでは日本に散らばる観測所の配置を説明する東北北部、北海道及び沖縄を除く地図と観

測所の航空写真が配してある。これも歴史を感じさせるものである(写真 2)。 

 

          写真 2 全国に散らばる観測所を配した案内図 

 次の 3、4ページには、今までの見学案内のように三鷹キャンパスの見取り図として主な

施設の配置図が示されている。そしてこの 2ページには、「天文台のしごと」として、１．

新しい宇宙像を求めて、２．宇宙社会への参加、３．天文台に働く責任、としてあり、ペ

ージの最後には「このパンフレットは、「国民のための天文台」をめざす運動の一環とし

て作りました」とある。 

 そして、順次ほぼ 1ページを使って研究施設と解説が続いている。5ページには「時刻を

決める」と題して写真天頂筒の観測室と望遠鏡、原子時計の写真と解説が載せられている。

6ページには、「子午環」となっており、ゴーチエ子午環望遠鏡と子午環ドームの写真があ

り、この望遠鏡の目的として「天体の位置観測」が解説されている（写真 3）。 

 7 ページは、20cm 屈折望遠鏡で行われている黒点観測についての説明であり、黒点の写

真、望遠鏡及びドームの写真がある。8ページには太陽単色写真儀で撮影された水素の Hα

による太陽面の写真、フランス製の望遠鏡の写真がある（写真 5）。 

 9 ページには 6m ミリ波望遠鏡についての解説と観測データの紹介、望遠鏡及び音響光学

電波分光計が紹介されている。10ページには人工衛星国内計算施設が紹介されている。 



 

                    写真 3 

 

                    写真 4 
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                   写真 6 



人工衛星国内計算施設となっているが、計算機は人工衛星のみでなく、観測データの整

理、天体運行の計算、星やいろいろな天体の研究に使われているとある（写真 6）。 

このパンフレットは、三鷹における研究の紹介は 10ページまでで、地方に置かれた観測

所に多くのページを割いている。11ページから、1974年に設置された木曽観測所について

4ページを割いており、望遠鏡、測定機の写真、105cmシュミットカメラで撮影された 5枚

の写真の他、測光部がやっていた全天カメラによる写真も紹介されている（写真 7、8）。 

15、16 ページは 1949 年に開設された乗鞍コロナ観測所が紹介されており、10cm コロナ

グラフの写真、1971年に建設された 25cm コロナグラフ、太陽プロミネンス、コロナ、太陽

スペクトルの写真が載せられている（写真 9）。17、18ページには堂平観測所の 91cm 反射

望遠鏡、50cm シュミットカメラ、3.6m 月レーザー望遠鏡が紹介され、50cmシュミット望遠

鏡で撮影されたベネット彗星、コホーテク彗星、ウエスト彗星の見事な写真が載せられて

いる（写真 10）。19、20、21ページには岡山天体物理観測所が紹介されている。各ページ

に 188cm 望遠鏡、91cm 望遠鏡、65cm 太陽クーデ望遠鏡の写真、それぞれのドームの写真、

188cm望遠鏡カセグレン焦点で得られたスペクトル写真、ニュートン焦点で撮られた M13球

状星団の写真（写真 11）、太陽クーデ望遠鏡の焦点部の写真が載せられている（写真 12）。 

22 ページには野辺山宇宙電波観測所が紹介されており、巨大な 45m 電波望遠鏡、干渉計

の 10m 電波望遠鏡、干渉計の配置図が載せられている（写真 12）。建設中の宇宙電波観測

所の紹介は 1ページになっている。 
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                   写真 14 

 23、24 ページは野辺山太陽電波観測所である。八つ岳をバックに広大な敷地に展開され

た 160MHz 複合干渉計、17GHz 相関型干渉計、17GHz 偏波計、70～600MHz 動スペクトル計な

どが写真、データとともに紹介されている（写真 13）。最後の 2 ページに「大気圏外天文

学」としてロケット搭載用観測装置、大気球搭載観測装置の紹介があり、ロケットの写真

はないが、ロケットの先端部に載せる観測装置の様子などが分かる写真、大気球の写真が

紹介されており、最後に東京天文台と観測所の所在地の一覧がある。 

 このパンフレットもある一時代の東京天文台の歴史である。 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


